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   来年度、本校は１５０周年を迎えます。１８７３年(明治６年)の開校から現在に至るまで、学校 
  は時代の変化と共に大きく変わってきました。学校沿革史に記載された主なできごとをもとにして、 
  竹村小学校の１５０年の歩みを振り返りましょう。 
   

 
    

暦年 お も な で き ご と 
明治 ６年 
 
 
 
明治１９年 
 
 
 
明治２０年 
 
明治２４年 
 
 
明治２５年 
 
明治２６年 
 
明治４０年 
 
明治４２年 
 
 
大正１１年 
 
大正１５年 

・１１月２１日 第十一番小学竹村学校と称し、
竹村字竹龍興寺本堂を仮の校舎として開校 
した。 

 
・９月 若林村ほか３か村合同により若林尋常小  

学校竹村分教場となり、竹村大字竹字中郷に  【第十一番小学竹村学校】 
移る。 

 
・４月 若林尋常小学校竹村分校と改称した。 
 
・１０月２８日 濃尾大震災のため校舎が倒壊。 
 龍興寺、西雲寺、光恩寺を仮校舎とする。  【若林尋常小学校竹村分教場】 

 
・７月 竹村立竹村尋常小学校と改称。 
 
・４月２２日 倒壊した校舎が新築される。 
 
・１月１日 高岡第三尋常小学校と改称 
 
・３月２５日 高岡村大字竹字丸山に移る。 
 小学校６年間となる。            【大正１４年ころの校舎】 
 
・１月 南校舎２教室を増築 
 
・１０月１７日 校舎増築、運動場広げる。 

 
【大正のころの授業風景】 
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竹村小学校 １５０周年に向けて 
  

            学校沿革史の明治時代と大正時代 


